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【企業診断8月号掲載事例】事例Ⅳ・第３問 ディシジョンツリーに関する設問の解き方 

 

＜本設問のディシジョンツリー図＞  

 

 ★３つの視点から攻略しましょう！ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問２ 

最初２年高需要、その後も高需要 確率＝０.６ 

最初２年高需要、その後は低需要 確率＝０.１ 

最初２年低需要、その後も低需要 確率＝０.３ 

Ｙ 

工場建設 

その後も高需要 確率＝０.８６（＊） 

その後は低需要 確率＝０.１４（＊） 

拡張する 

その後も高需要 確率＝０.８６（＊） 

その後は低需要 確率＝０.１４（＊） 

拡張しない 
Ｘ 

工場建設 

最初２年間 

低需要  

確率＝０.３ 
最初２年低需要、その後も低需要 確率＝０.３ 

（＊）確率の算出方法  

０．６（その後も高需要）÷０．７（最初の２年間高需要）＝０.８５７・・・＝０．８６ 

０．１（その後は低需要）÷０．７（最初の２年間高需要）＝０.１４２・・・＝０．１４ 

最初２年間 

高需要  

確率＝０.７ 

設問１ 

攻略① 

攻略② 

攻略③ 
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＜攻略①＞ 現時点（０年度）で、Ｙ工場を建設する場合の現在価値の期待値は算出できる！！！  
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設問には「予想される将来の事象に関する確率が３タイプ」付与されており、毎年のキャッシュフローが異なる。 

 

①最初２年高需要・その後も高需要６０％、②最初２年高需要・その後は低需要１０％、③最初２年低需要・その後も低需要３０％ 

＜期待値による意思決定とは＞ 

 

「期待貨幣値」とも呼ばれ、将来の各事象の結果（ペイオフ）に、 

その生起する確率を掛けて合計したものであり、平均値である。 

期待値が最大となる行動を選択する意思決定を行うことになる。 

①最初２年高需要 

その後も高需要６０％ 
0.6 × 200,000 × 8.1109 ＝ 973,308 

（算出式）生起確率×１～10の各年度の CF×10年目の年金現価係数 

②最初２年高需要 

その後は低需要１０％ 
0.1×｛200,000×1.8861 ＋ 75,000×（8.1109－1.8861）｝＝ 84,408 
（算出式）生起確率×｛1～2の各年度の CF×2年目の年金現価係数 

＋3～10の各年度の CF×（10年目の年金現価係数－2年目の年金現価係数）｝ 

③最初２年低需要 

その後も低需要３０％ 
0.3 × 75,000 × 8.1109 ＝ 182,495.25 

（算出式）生起確率×１～10の各年度の CF×10年目の年金現価係数 

Ｙ工場の期待値は 

３つの事象の現在価値の総和

（平均値）となる  

→ 1,240,211．25（千円） 

よって、正味現在価値は【240,211（千円）】となる 
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＜攻略②＞ Ｘ工場を建設する場合で「２年度末時点」での工場を拡張するか、拡張しないかの考え方を整理する！！ 
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拡張する場合 

 

800,000千円 

設問には、「予想される将来の事象に関する確率がそれぞれ２タイプ」付与されており 

毎年のキャッシュフローが異なる。 

 

【拡張する場合】  ①その後も高需要８６％、②その後は低需要１４％ 

 

【拡張しない場合】 ①その後も高需要８６％、②その後は低需要１４％ 

【拡張する場合】 

その後も高需要８６％ 

その後は低重要１４％ 

0.86×（240,000×6.7327－800,000）＋ 0.14×（95,000×6.7327－800,000）＝679,174 
 

（算出式）生起確率×（3～10の各年度の CF×8年目の年金現価係数－追加の設備投資） 

正味現在価値の大きい「拡張する」を意思決定
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＜最初２年高需要後の生起確率の算出方法＞ 

 

０．６（その後も高需要）÷０．７（最初の２年間高需要）＝０.８５７・・・＝０．８６ 

 

０．１（その後は低需要）÷０．７（最初の２年間高需要）＝０.１４２・・・＝０．１４ 
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２年度末時点で算出する。   よって、8年目の年金現価係数使う 

【拡張しない場合】 

その後も高需要８６％ 

その後は低重要１４％ 

0.86×（90,000×6.7327）＋ 0.14×（50,000×6.7327）＝ 568,240 
 

（算出式）生起確率×（3～10の各年度の CF×8年目の年金現価係数） 

２年度末時点 

の意思決定 

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ 
０

０ 
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＜攻略③＞ 「現時点（０年度）」で、Ｘ工場を建設する場合の現在価値の期待値を算出する！！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最初２年高需要７０％ 

その後は、工場を拡張する 

【拡張する前提で！】 

＊先に拡張する意思決定 

を行っている 

0.7 × （90,000×1.8861 ＋ 679,174×0.9246）＝ 558,399.29628 
 

（算出式）生起確率× 
（1～2の各年度の CF×２年目の年金現価係数＋２年度末時点で現在価値×２年目の複利現価係数） 

＊先に意思決定した拡張した場合の現在価値の値を使用する 

最初２年低需要３０％ 0.3 × 50,000 × 8.1109 ＝ 121,663.5 
（算出式）生起確率×（1～10の各年度の CF×10年目の年金現価係数） 
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Ｘ工場の期待値は２つの事象の現在価値の総和（平均値） → 680,062.796（千円） 

よって、正味現在価値は【280,063（千円）】となる 

最初２年高需要７０％を算出するときには、２年度末時点の「工場を拡張する場合の現在価値」を 

使用する→ 679,174（千円） これに２年目の複利現価係数を掛け合わせ、現在点まで割り戻す 

設問には「予想される将来の事象に関する確率が２タイプ」付与されており、毎年のキャッシュフローが異なる。 

 

① 最初２年高需要・工場を拡張する７０％、②最初２年低需要・その後も低需要３０％ 


